
第5７回（令和２年度） 

長崎県総合公衆衛生研究会プログラム 
 

日 時：令和 ３年 ３月 ５日（金）１３：００～１7：００ 

方 法：オンライン開催（長崎県庁１階 大会議室） 

参加費：無料 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆長崎県庁までのアクセス ◆ 

手段　 所要時間

JR長崎駅から徒歩で 約5分

バス 長崎駅前下車　約5分

路面電車 長崎駅前下車　徒歩約5分

車 ながさき出島道路　新地出入り口から約10分

◆駐車場のご利用について◆ 
 研究会参加者の方は、無料処理を行いますので、駐車 
 券を受付までお持ちください。 
 なお、入庫から１時間以内のご利用の場合は、無料処 
 理の手続きは不要です。 

●受 付 〔県庁1階 大会議室前ロビー〕         １２：３０～１３：００   
       
●開 会 〔オンライン・大会議室〕        １３：００～１３：０５ 

  長崎県総合公衆衛生研究会 会長あいさつ      
 
●口 演                      １３：０５～１５：００  

  ※発表方法：パワーポイントにて座長制により発表 

※演題1２題：Aグループ（13：05～14：0０）・Bグループ（14：0０～14：55） 

 

●特別講演                     １５：００～１６：００              

「長崎県におけるCOVID-19の現状 〜これまでとこれから〜」        

講師：長崎大学大学院医歯薬学総合研究科  

感染免疫学講座 臨床感染症学分野 泉川 公一 教授 
 
●自由研究集会                  １６：１０～１７：００ 

新型コロナウイルス感染拡大のなかでの地域保健活動を振り返る 

～拡大版PHN研究会＆地域の保健師のために～ 

     世話人：中尾理恵子、キット彩乃、川崎 涼子、大西 眞由美 

        （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科保健学専攻公衆衛生看護学分野） 

 

＜会場案内図＞ 

 
長崎県庁 



 

第５７回長崎県総合公衆衛生研究会 口演 
 
 

Ａグループ  

１３：０５～１４：００    座長： 長谷川 麻衣子（長崎県福祉保健課 医療監） 

A-1 原 達夫 長崎県対馬保健所 
管内精神科病院の長期入院及び、再入院の実態調査につ

いて 

A-2 小幡 怜子 長崎県県北保健所 
佐世保・県北圏域における精神科救急医療連携の取り組

み ー第２報ー 

A-3 横田 夏菜子 長崎県県央保健所  
ひきこもり対策における保健所の役割を考える 

～東彼杵郡における取組を通じて～ 

A-4 太田尾 有美 
長崎こども・女性・障害者 

支援センター 

長崎県における高次機能障害者連携状況実態調査につい

て（報告） 

A-5 國分 倫世 長崎県対馬保健所 
保健所と市協同による発達リスク児の子育て環境に関す

る地域診断の実践 

A-6 蔡 国喜 
長崎県環境保健研究 

センター 
長崎県における結核感染の記述疫学解析(2007-2018年) 

 
 

Ｂグループ 

１４：００～１４：５５    座長 : 有馬 和彦 （長崎大学公衆衛生学分野 講師） 

B-1 加藤 千春 
西九州大学大学院  

健康栄養学専攻 

長崎県内の働き盛り世代におけるナッジ理論を活用した

野菜摂取量増加をめざした取組についての一考察 

B-2 永田 耕司 活水女子大学看護学部 

なぜ長崎県の児童・生徒の 3 人に一人が「カッとなりや

すい」「ｲﾗｲﾗしている」「やる気がない」と回答し、長崎県

民の肥満・高血圧・糖尿病が多いのか？ 

B-3 平田 真子 小値賀町健康管理センター 
高校生と保護者による親子健診の効果と課題～生活習慣

病予防のための親子での取り組みの検証（続報）～  

B-4 川端 優風 
長崎大学医学部保健学科 

看護学専攻 
男子大学生における性役割観と虐待意識の関連について 

B-5 小森 ありさ 
長崎大学大学院 

医歯薬学総合研究科 

大学生における乳幼児・高齢者接触体験と親性準備性と

の関連 

B-６ 小川 晴美 長崎県県央保健所  医療的ケア児に対する災害時支援の取り組み 

  


